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 常温水中でリサイクル炭素繊維を作製する新規な方法において、炭素繊維の強度低下がなく、エ

ポキシ樹脂残渣を完全に除去できる量産技術を確立し、さらには、樹脂を混ぜた複合材の強度をよ

り向上させる、低コストで特色あるリサイクル炭素繊維の表面被覆処理技術を開発する。八戸工業

研究所は、リサイクル炭素繊維の単糸強度測定と材種（グレード）評価方法の開発を担当した。 

炭素繊維は多くの繊維が束になったものであり、その中から取り出した単糸を引張試験した。そ

の結果、本技術である酸アルカリ処理によりリサイクルした単糸の引張強さは、比較材（T 社市販

品）よりも高いことが確認できた。なお、焼成によって樹脂残渣を燃焼除去する方法では、引張強

さが低下した（図１）。また、リサイクル単糸を表面観察したところ、異物となる樹脂残渣は見ら

れなかった。 

材種（グレード)判定については、研磨断面の観察により、中心に芯がある（図２の○部）構造

が見られる繊維（T700 と TR50S）が見られ、その特徴が材種のグループ分けに活用できることが

わかった。 

 

 

図２ 白色光共焦点顕微鏡による炭素繊維単糸の断面 

図１ リサイクル炭素繊維から取り出した単糸の引張強さ 
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